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図表 1：暮らしに対する考え方

図表 12：協同組合に期待する活動・サービス×不安に感じていること・支援を受けたいこと

図表 3：暮らしの変化と見通し

昨年の今頃と比較した生活の変化 今後の生活の変化に対する見通し

図表 2：現在の暮らしの満足度

暮らしの良し悪しの実感は薄いが、今後にはやや期待

地域に根差し、社会の声に応えることに期待

５つのトピックス 2016年
版

本資料は、全労済協会が2007年より定期的に実施している国民の生活意識調査アンケートについて、
2016年版調査の結果から5つのトピックスをまとめたものです。不安定就労の拡大など、大きな社会変化
にさらされている勤労者の意識を「生活意識」と「協同組合に関する意識」の2つの側面から紐解いてい
ます。みんなでたすけあい、豊かで安心できる社会の実現に向けた各種活動の参考として、ご活用ください。

　世の中の景気は緩やかな回復基調にあると言われるものの、勤労
者の暮らしに対する考え方には特にその状況を反映した傾向は見ら
れず、中庸な回答が多数を占めた。暮らし向きの改善に関する明確
な実感が乏しいことがうかがわれる（図表1）。
　現在の暮らしの満足度をみると、どちらかというと満足している
人が多いが、「家計の状態」や「社会のあり方全般（政治・経済な
ど）」では不満層が過半数を超えている。ただし、この設問におい
ても「強いていうなら満足している」と「強いていうなら不満であ

る」の回答がすべての項目で半数以上を占めており、満足度の実感
も薄いことがわかる。特筆すべきは「総合的に見た自分の生活」と
「仕事」の傾向が類似している点で、仕事への満足度と総合的な暮
らしの評価が密接に関係していることが分かる（図表2）。
　いっぽう、暮らしの変化については、昨年の今頃と現在を比較し
た設問への回答に比べ、今後の見通しに対してやや楽観的にとらえ
ている人が多く、働き方改革の進展等によるワークライフバランス
の充実に期待する勤労者の姿がうかがわれる（図表3）。

　勤労者が暮らしの中で感じている不安について、どこに支援を求
めたいか、協同組合に期待しているかをみると、協同組合には私
的・民間・公的な支援を上回る期待が示された（図表12）。
　また、今後の協同組合への期待では、何らかのサービスや支援を
必要としている層が女性・高年代であることが示されている。その
意味で、これらの回答が浮きぼりにしているのは協同組合への期待
というよりも、高齢化社会の一層の進展の中でどのようなサービス

や支援が求められているかという社会的要請・声として捉えられる
だろう。
　そのような社会の声に対して、多種多様な事業･活動を展開する
協同組合では今後地域の実情に合わせたニーズをどのように掘り起
こし、事業や活動に結びつけるかという点こそが問われているもの
と思われる。
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図表 4：日々の暮らしの不安／受けたい支援

「老後の生活」を筆頭に、暮らしの不安は「将来」のこと

他者には頼ることはできない、でも助け合いは大切だと思う

　日々の暮らしの中で感じている不
安には、約半数の勤労者が「老後の
生活」や「貯蓄や資産運用」を挙げ、
将来に不安を抱えて生活している姿
がうかがい知れる。「健康の維持・
向上」の割合が比較的高いのも、不
安な将来を生きていくためにという
意識が垣間見える。
　そのような不安に対して、支援の
ニーズが最も大きいのも、「老後の
生活」であり、これを家族の側から
とらえた「身内の高齢者介護や生活
サポート」とともに、周囲の人や企
業、公共サービスへの支援ニーズが
高くなっている（図表4）。

　困りごとへの対処の仕方について考えをきくと、自分の力で解決
するという「自助型」が6割を超え、家族等と助け合う「共助型」
や公的な支援を受ける「公助型」を大きく上回った（図表5）。
　自助に共感する理由には、「自己責任」よりも「他人に迷惑をか

けてはいけない」という「他者への配慮」が多くを占めている（図
表6）。しかし、助け合いの考え方自体には7〜8割が重要性を感じ、
参加意識も比較的高いことが明らかとなった（図表7）。
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図表 8：諸団体の認知状況

図表 10：社会問題や暮らしの向上に熱心な団体 図表 11：協同組合の理念に対する共感度

図表 9：協同組合だと思われる団体

詳しくは知らないが、理念には共感できる
　協同組合への認知度や理解については、団体そのものには一定の認知度があるものの、
それらが協同組合であることを理解している割合は圧倒的に低く、5割を超えた団体は皆
無であった（図表8、9）。この結果はそもそも協同組合とは何かということの国民理解が
十分でないことを示していると考えられ、社会問題や暮らしの向上に熱心な団体としての
イメージも、協同組合は最も低い5.8％であった（図表10）。
　認知度や理解の面では非常に低い水準であることを否めないが、協同組合の理念に対す
る共感度は「共感する」と「やや共感する」を合わせた共感層が7割と多く、協同組合の
存在意義についてはおおむね肯定的であると考えられる（図表11）。

協同組合の理念
協同組合は、生活をより良くしたいと 
願う人びとが自主的に集まって事業を 
行い、その事業の利用を中心にしながら、 
みんなで活動をすすめていく、営利を 
目的としない組織です。人と人との協同
を原点に、組合員の生活を守り、豊かに
することを目的として活動する組織が 
協同組合です。 
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図表 5：困りごとへの対処の仕方 図表 6：自助に共感する理由、共助に共感する理由

図表 7：周囲や地域との助け合いについての考え
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